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※ 館の責任者・所轄部署・現場担当者・共催者等との連絡調整・協議は応急対応の随所で必要です。
本フロー図では簡略な記載しか行っていないので、フロー図作成の場合は館の実情に即して具体的に記載してください。

傷病者等発生

博物館資料
被害発生

台風・豪雨等情報の収集（初動）

体制の検討と対応準備
▸勤務時間外の発災

→緊急連絡網で連絡
→緊急参集可否の判断
→緊急参集

▸対策本部設置場所の確保と設営準備
▸防災用具・救急用品の準備と確認
▸所轄部署への連絡

館内被害状況等の把握と共有
（連絡・報告等）

▸来館者及び館内スタッフの被害状況
▸館外のスタッフと家族の安否
▸博物館資料の被害概況
▸その他の館内被害概況
・施設、敷地
・設備、インフラ
（照明、空調、エレベーター、

電気、水、ガス、情報システム、
セキュリティシステム等）

▸通信障害
▸近隣の被害概況、交通障害

臨時閉館、避難の判断等【対策本部】
▸臨時閉館（臨時休館）、
在館者帰宅可否、避難誘導、
滞留者受入の判断
▸臨時閉館（臨時休館）、
避難誘導等の館内アナウンス
▸チケットの取扱いに関する

アナウンスと対応
▸最低遂行人員の確保

（それ以外のスタッフ帰宅可否の判断）
▸所轄部署への連絡

▸関係者への連絡
（共催者、所蔵者、寄贈者、寄託者、

作家等）

災害復旧等の活動との調整
▸最終被害状況の確認
▸帰宅困難者等滞留解除
▸再開館の判断・発信・実施
▸記録の作成、共有、保存

状況の改善

風水害が発生する
おそれがある場合

警報等の発表

公共交通機関運休

警報等解除

公共交通機関再開

強風対策

水害対策

臨時閉館、
避難誘導、
来館者滞留受入等
の館内アナウンス

風水害発生

施設内浸水 排水作業

災害情報等を滞留
者に適宜提供

落雷対策

館内被害状況等の把握と共有 災害情報等
についての
館内アナウンス、
呼びかけ

停電の
館内アナウンス

事象・被害 現場での応急対策と応急対応 館内アナウンス・対外的発信 本 部

台風・豪雨等情報の収集（初動）

対応準備

避難誘導

帰宅困難者等対応

救出救護、応急救護、通報連絡

施設損壊 避難施設・建物損壊時の対応

インフラ等
機能不全

インフラ等機能不全への対応

▸停電時の対応
▸ガス供給停止時の対応
▸断水時の対応
▸通信障害発生時の対応
▸交通障害への対応
▸情報システム被害発生時の対応

博物館資料に被害が発生するおそれが
ある時、ないし被害が発生した時の対応

▸博物館資料の被災状況の確認、記録、報告
▸二次災害に備えた博物館資料への対応
▸被災した博物館資料への応急処置
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▸帰宅困難者等滞留解除 情報発信

▸転倒や飛散の防止

▸施設、資機材等に関する対策
▸博物館資料に関する対策
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【シート１１】 風水害発生前後の主な事象と応急対応の一例（フロー図）Ver.2.0

▸誘導先（一時避難場所）の安全確認
▸避難経路の確保
▸一時避難場所への避難誘導
▸部屋閉じ込め・エレベーター閉じ込め・

逃げ遅れの確認と対応、避難完了の確認


